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第28回日本意識障害学会
7月27日（土）A会場（3階　天平）

一般演題2-A-O1　　症例報告� 09：00～10：05
座長：百田　武司（日本赤十字広島看護大学）
　　　藤木　　稔（大分大学医学部脳神経外科学）

2-A-O1-1� DCS植え込み術後の遷延性意識障害患者への看護アプローチの検討
中
なかしま

島　麻
ま い

衣（藤田医科大学病院）

2-A-O1-2� 意識障害患者に対する口腔内環境改善にむけた取り組みの一例
佐
さ こ

古　知
ちひろ

悠（東邦大学医療センター大森病院）

2-A-O1-3� 脳卒中維持期におけるICFを活用した支援について�
～認定看護師教育課程の実習を通し～

柳
やなぎさわ

澤健
けんたろう

太郎（北里大学病院看護部）

2-A-O1-4� 臨床検査技師の立場から見た「めまい」の一例
冨
とみた

田　雅
まさし

士（医療法人社団孝尋会上田脳神経外科検査部）

2-A-O1-5� 家族性グリオーマが疑われた1例
野
の で

手　康
やすひろ

宏（三郷中央総合病院）

2-A-O1-6� 神経内視鏡による血腫除去が有効であった脳室内出血の一例
青
あおき

木　美
よしのり

憲（済生会横浜市南部病院脳神経外科）

2-A-O1-7� くも膜下出血において破裂部位同定に難渋した多発脳動脈瘤の一例
植
うえくさ

草　啓
ひろゆき

之（三郷中央総合病院脳神経外科）

2-A-O1-8� 脳梁部に虚血性合併症をきたし、遷延性意識障害を伴ったくも膜下出血
の2例

藤
ふじた

田　　聡
さとし

（東邦大学医療センター大橋病院脳神経外科）
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シンポジウム2　　慢性期意識障害の診断・治療� 10：05～11：05
座長：前島伸一郎（金城大学）
　　　平山　晃康（日本大学医学部脳神経外科学系神経外科学分野）

S2【基調講演】�
慢性期意識障害の機能画像診断

篠
しのだ

田　　淳
じゅん

（木沢記念病院・中部療護センター）

S2【基調講演】�
音楽運動療法による治療

野
の だ

田　　遼
りょう

（大阪芸術大学）

S2-1� 慢性期意識障害を含む脳神経疾患に対する神経学的音楽療法
足
あだち

立　好
こうじ

司（日本医科大学武蔵小杉病院脳神経外科）

S2-2� 意識障害の重症度と聴性定常反応の検討
浅
あさの

野　好
よしたか

孝（木沢記念病院・中部療護センター脳神経外科）

S2-3� 仙骨部および臀部褥瘡例への半固形栄養食の利用
志
しこし

越　　顕
けん

（京浜会・京浜病院）

特別講演3　　� 11：05～11：55
座長：松居　　徹（埼玉医科大学総合医療センター）

SL3� 慢性期意識障害の評価システムの構築とその運用
近
こんどう

藤　和
いずみ

泉（国立長寿医療研究センター）

ランチョンセミナー3　　� 12：00～13：00
座長：田宮　　隆（香川大学医学部脳神経外科）

共催：大塚製薬株式会社

LS3� 失神・認知機能低下・てんかんをどう捉えるか
藤
ふじもと

本　礼
あやたか

尚（聖隷浜松病院てんかんセンター副センター長てんかん科部長）
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特別講演4　　� 13：10～13：40
座長：上田　　孝（医療法人社団孝尋会上田脳神経外科）

SL4� 在宅をめぐる諸問題
桑
くわやま

山　雄
ゆうじ

次（全国遷延性意識障害者・家族の会代表）

一般演題2-A-O2　　自立支援と在宅医療� 13：40～14：40
座長：岩渕　　聡（東邦大学医療センター大橋病院脳神経外科）
　　　日高紀久江（筑波大学医学医療系）

2-A-O2-1� 重度障害患者の退院支援に対する看護師の意識調査
菅
すがわら

原　和
かずえ

江（社会医療法人医仁会中村記念病院）

2-A-O2-2� 在宅生活を送る遷延性意識障害者・児の家族介護者のレスパイトについて
大
おおにし

西　久
ひさお

男（大阪府立大学大学院総合リハビリテーション学研究科、
大阪府立大学地域保健学域総合リハビリテーション学類）

2-A-O2-3� 遷延性意識障害患者の退院支援と退院後の現況�
－特に在宅療養の状況について－

安
あんどう

藤　篤
あつこ

子（木沢記念病院中部療護センター）

2-A-O2-4� AYA世代の遷延性意識障害者の実態と抱える諸問題について
上
うえだ

田　正
まさゆき

之（医療法人社団孝尋会上田脳神経外科リハビリテーション部）

2-A-O2-5� 在宅遷延性意識障害者患者に対する介入�
－家族へのリハビリ指導を中心に－

牧
まき

　　信
しんすけ

介（withHand）

2-A-O2-6� 訪問リハビリテーションで歩行トレーニングを標準化するための�
実施方法についての検討

武
むとう

藤　友
ともかず

和（成城内科在宅医療・訪問リハビリテーション部）

2-A-O2-7� 遷延性意識障害患者との双方向リハビリテーション
諸
もろい

井　孝
たかみつ

光（医療法人社団孝尋会上田脳神経外科リハビリテーション部）
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シンポジウム3　　重症頭部外傷・遷延性意識障害� 14：40～15：40
座長：小畑　仁司（大阪府三島救命救急センター）
　　　守谷　　俊（自治医科大学附属病院さいたま医療センター）

S3-1� 頭部外傷後遷延性意識障害患者の意識状態を客観的評価するための�
脳幹部検査の検討

川
かわさき

崎　智
ともひろ

弘（木沢記念病院中部療護センター脳神経外科）

S3-2� 超音波脳内血管照射の脳循環への影響
上
うえだ

田　　孝
たかし

（医療法人社団孝尋会上田脳神経外科脳神経外科）

S3-3� 遷延性意識障害患者の聴覚失認に対する聴性誘発電位検査の有用性
八
やまき

巻　智
ともひろ

洋（自動車事故対策機構千葉療護センター脳神経外科）

S3-4� 重度交通外傷患者に対するバクロフェン髄注療法は遷延性意識障害を改善
する

鈴
すずき

木　　聡
さとし

（社会医療法人ささき会藍の都脳神経外科病院）

S3-5� 意識障害者に対する急性期からのリハビリテーション効果の検討
小
こくわ

桑　　隆
りゅう

（藤田医科大学病院リハビリテーション部）

S3-6� 外傷性遷延性意識障害患者の身体組成に関する因子の検討
安
あびこ

彦　明
はるか

香（一般財団法人広南会広南病院栄養管理部）

閉会挨拶　　� 15：40～
周郷　延雄（東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座（大森））

家族向けレクチャー　　� 16：00～�17：00
司会：原田　直幸（東邦大学医学部医学科脳神経外科学講座（大森））

� 在宅でできるリハビリテーション
杉澤　　樹（東邦大学医学部医療センター大森病院リハビリテーション科作業療法士）

� 気管切開カニューレの管理
和田　弘太（東邦大学医学部耳鼻咽喉科教授）

� 意識障害患者に対する口腔ケア
関谷　秀樹（東邦大学医学部口腔外科准教授）
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第5回日本脳神経看護研究学会　関東地方部会
7月27日（土）B会場（3階　平安）

開会挨拶　　� 8：50～9：00
武田　保江（日本脳神経看護研究学会理事長・関東地方部会会長）

教育講演1　　� 09：00～10：00
座長：柴本はる菜（目白大学看護学部看護学科）

EL1� 多職種と地域でつなぐ高齢者の口腔ケア
古
ふるや

屋　純
じゅんいち

一（東京医科歯科大学大学院地域・福祉口腔機能管理学分野）

教育講演2　　� 10：00～11：00
座長：日高紀久江（筑波大学人間総合科学研究科看護科学系）

EL2� 腸内細菌と経腸栄養―腸内フローラを考えた排便コントロール―
丸
まるやま

山　道
みちよ

生（田無病院院長）

研究発表1　　� 11：00～12：00
座長：酒井　宏美（聖路加国際病院）
　　　太田代晴代（東京都立墨東病院）

研究発表1-1� 血栓回収術の時間短縮に向けた取り組み�
～�時間外時のSCU着床から手術出しまで�～

本
ほんだ

田　稜
いつみ

実（医療法人社団浅ノ川金沢脳神経外科病院看護部）

研究発表1-2� 重度意識障害から経口摂取可能になった一症例�
～意識の片鱗を捉えた看護介入～

渡
わたなべ

邉　郁
いくえ

絵（国家公務員共済組合連合会横須賀共済病院ECU）

研究発表1-3� 回復期リハビリテーション病棟における意識障害患者の背面開放座位ケア
廣
ひろもと

本　寿
ひさえ

江（社会医療法人愛仁会愛仁会リハビリテーション病院）
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研究発表1-4� 意識障害患者の排尿自立を目指した排泄ケア�
-排尿日誌分析と間欠導尿の継続を通じて-
山
やました

下　和
かずみ

美（東邦大学医療センター大橋病院脳神経リハビリテーション看護認定看護師
排尿ケアチーム）

研究発表1-5� 頭部外傷後の機能性尿失禁に対する排尿自立支援への介入検討
笹
ささはら

原真
ま ち こ

知子（医療法人三愛会埼玉みさと総合リハビリテーション病院看護部）

ランチョンセミナー4　　� 12：00～13：00
座長：栗え　　薫（広島大学医学部脳神経外科）

共催：エーザイ株式会社

LS4� 障害部位別に診る脳機能障害とてんかん
丸
まるやま

山　隆
たかし

志（東京女子医科大学脳神経外科講師）

教育講演3　　� 13：00～14：00
座長：武田　保江（目白大学看護学部看護学科）
　　　落合　聖乃（順天堂大学医学部附属順天堂医院）

EL3� 意識障害患者の「生きること」の見方:共通言語としてのICFの活用
大
おおかわ

川　弥
やよい

生（国立長寿医療研究センター生活機能賦活研究部）

ICF座談会（活用事例を通して）　　� 14：00～15：00
座長：武田　保江（目白大学看護学部看護学科）
　　　落合　聖乃（順天堂大学医学部附属順天堂医院）

ICF座談会1� 急性期くも膜下出血患者に対しICFを活用した看護介入�
～認定看護師教育課程において～

柳
やなぎさわ

澤健
けんたろう

太郎（北里大学病院看護部）

ICF座談会2� ICFを活用した重度頭部外傷患者のアドバンス・ケア・プランニングの
1事例

山
やました

下　雄
ゆうすけ

輔（聖マリアンナ医科大学病院看護部脳卒中センター）

ICF座談会3�「ICF」臨床活用の一事例
小
こばやし

林絵
え り か

里佳（独立行政法人労働者健康安全機構関東労災病院）
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研究発表2　　� 15：00～16：00
座長：湯浅　直樹（日本赤十字社成田赤十字病院）
　　　小林由紀恵（聖路加国際大学大学院看護学研究科修士課程）

研究発表2-1� 在宅生活を維持するためのバランスボールを使用したムーブメントプロ
グラムの効果

吉
よしだ

田　　哲
てつ

（公益財団法人老年病研究所附属病院）

研究発表2-2� 半側空間無視患者に対し無視側から行った口腔ケアの効果�
～ ADL改善に向けた糸口を探して

佐
さとう

藤　龍
りゅうすけ

介（社会医療法人財団池友会新行橋病院看護部4階病棟）

研究発表2-3� 意識障害のために危機に陥った患者家族の看護介入
松
まつお

尾　圭
けいすけ

祐（社会医療法人財団池友会新小文字病院）

研究発表2-4� パーキンソン病患者の退院支援のありかた�
－ICF整理シートを活用して－

増
ますだ

田　史
ふみえ

絵（医療法人財団明理会イムス富士見総合病院）

研究発表2-5� ICFを用いて在宅看護における介入を他職種と問題共有できた一例
水
みずくら

倉　由
ゆ き

貴（公立学校共済組合関東中央病院）

閉会挨拶　　� 16:00～
武田　保江（日本脳神経看護研究学会理事長・関東地方部会会長）


